
吉田有紀展「DEATH IN LIFE」のご案内 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。eitoeiko では 2015 年 8月 15 日より 9 月 12 日まで、吉

田有紀展「DEATH IN LIFE」を開催いたします。 

 

安保法案が可決され、日本は集団的自衛権の解釈から、戦争に自主的に参加する可能性のある国になりました。

将来、どういう形であれ、敵とされる誰かと命をかけなければならない日が来るとして、その被害にあうのが自

分なのか、代わりに命を賭して日本という国を守ってくれる誰かなのかはわかりません。大きな痛手を他人に与

え、血を流す以外に手段が無い状況で、これだけは勘弁してほしいことを考えるとき、脳裏に浮かぶのはもうす

ぐ２歳になる一人娘の顔です。子供ができるまでは、誰かの将来とか、地球の未来とか、自分が死んだ先に残る

何かを考えることはありませんでした。原子力発電に利便の恩恵を感じ、中東やアフリカで起きる戦争を他人事

に見て、自分にはかかってこない火の粉としていました。子供がいなかったら、9.11も 3.11 もそのようにとら

え、今ほど未来への恐怖は感じなかったことでしょう。 

自分は生まれてきた娘を自分でも驚くくらいとても愛らしく感じています。無邪気で無垢でなにもわからず、

ただ頼ってくる存在のある幸せと、背筋が寒くなるような不安。子供を持つ親に同じような気持ちがあると思う

と、娘以外の子供も同様の目線で見るようになりました。この小学生が 30 歳くらいになるまでに、大人次第では

徴兵や戦争やそういう事が起こらないとも限らない。また敵とされる国の日常にも可愛い子供がいて、未来に不

安を抱えながら大人のおこした争いに巻き込まれ傷ついています。 

インターネットが発達し、良い意味でも悪い意味でも自己の存在を世間に晒すことができる世の中ができまし

た。育児ブログや FBなど、子供の意思に関係なく親や家族の幸せの証明としてインターネットに顔を出す子供は

たくさんいます。これには違和感がありますが、平和で幸せをアピールしたくなる気持ちもわからなくもありま

せん。同時に戦地のまっただ中である中東からは傷つき血まみれになった子供たちの写真がネットに流れていま

す。毎日爆弾が自分の頭の上に降ってくるのではないかと息を潜める日々を送る子供と、平和で毎日安心して暮

らすことができる子供。未来を担う一番大事なはずの存在と、現在の利便性や経済効率、面子や利益といったも

のの理不尽性をテーマにした展示です。 

吉田有紀 

 

これまで無数の円球が描かれる「日本画」を軸に制作をつづけてきた作家による弊廊 3度目の個展は、R・J・

リフトン『ヒロシマを生きるー精神史的考察』（岩波書店・原題 DEATH IN LIFE）をふまえ、自己の体験から社

会をみつめた平面作品、立体作品、光るオブジェを中心に発表いたします。 

 

吉田有紀（よしだ・ゆうき） 

1971 年 神奈川県生まれ 

1995 年 多摩美術大学美術学部絵画学科日本画専攻卒業 

1997 年 多摩美術大学大学院美術研究科修了 

2000-01 年 五島記念文化賞によりロンドン大学スレー

ド美術学校に学ぶ 

MOTアニュアル No Border「日本画」から「日本画」

へ 東京都現代美術館 2006／芸術におけるL点の調査と

研究 eitoeiko 2010／美の潮流 Bunkamura ザ・ミュー

ジアム 2010／Gateway Japan トーランス市美術館 

2011／Rider, Stream and Speed eitoeiko 2013／ルチ

アーノ・ベネトンコレクション イマゴ・ムンディ ヴェ

ネツィア 2013 ほか多数 

 

 

吉田有紀 DEATH IN LIFE 

2015 年 8 月 15 日(土)～9 月 12 日(土) オープニングレセプション 8/15(土)1８時～20時 

 

eitoeiko 

〒162-0805 東京都新宿区矢来町 32-2 03-6873-3830 http://eitoeiko.com 

開廊 12:00～19:00 日月祝休廊 

連絡先 ei@eitoeiko.com 担当：癸生川（きぶかわ） 

DEATH IN LIFE, 2015 アート大阪での展示風景より 


